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本研究は、小学校の周年行事に向けた音楽を中心とする多教科連携型カリキュラムの実践と成果を通し、
音楽の重要性とその効果について多角的に論じたものである。筆者は、「文化庁　文化芸術による子供の育
成事業―コミュニケーション能力向上事業」の芸術家講師として、東京都八王子市立横山第一小学校の6年
生を対象に、創立120周年記念式典に向けた音楽活動の指導を行った。校歌の歌唱指導及び愛唱歌の作曲を
行い、式典での成果発表までの軌跡をたどりながら、子供のコミュニケーション能力を向上させる音楽活動
と多教科連携型カリキュラムの成果について述べた。

キーワード：小学校、音楽、多教科連携、周年行事

1．はじめに
本論文は、小学校の行事における音楽活動に関す
る取り組みについて、子供のコミュニケーション能
力を向上させる目的により実践を行い、その成果か
ら音楽という教科の可能性について論じるものであ
る。
筆者はこれまで数多くの小中学校において芸術鑑
賞コンサートの開催や、学校行事等における音楽活
動の指導や支援などに関わってきた。また学校教育
における音楽の役割と多教科連携の可能性について
も考察してきた。小学校では学校行事において、音
楽活動がその行事の中心的役割を担うものが多くみ
られることから、学校行事への取り組みにこそ、音
楽が多教科と連携し、その存在価値を高める活動が
できるのではないかと考えた。
そこで、本論文では筆者が平成29年9月から11
月にかけて「文化庁　文化芸術による子供の育成事
業―コミュニケーション能力向上事業―」により東

京都八王子市立横山第一小学校6年生を対象に行っ
た教育活動実践をもとに、学校行事における音楽活
動と多教科連携の成果とその意義について論じるこ
とにした。

2．経緯
筆者は平成28年11月に東京都八王子市立横山第
一小学校校長　青木利夫氏から平成29年度創立120
周年記念式典について、記念演奏会と120周年記念
愛唱歌作曲の依頼を受けた。これは筆者が数多くの
小中学校の創立記念式典において記念演奏会や記念
歌作曲に携わっていることから、同校でも同様に式
典を実施したい旨、他校からの人脈を頼りに筆者に
連絡したとのことであった。青木校長との協議の結
果、これまで筆者が作曲を担当した他校の愛唱歌の
作詞は当該校校長によるものであったが、横山第一
小学校では児童の心に残る活動との目的から、卒業
年度生である6年生児童（1組～ 3組、すみれ学級（特
別支援学級））の計90名で作詞をすることにした。
そして、歌詞の制作および120周年記念式典での
発表に向けた取り組みについて、その制作過程の
ワークショップおよび歌唱指導等、120周年記念行
事に向けた取り組みを筆者が「文化庁　文化芸術に
よる子供の育成事業―コミュニケーション能力向上
事業―」の芸術家講師として指導することとなった。
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同事業は学校申請方式によるもので、文部科学省
初等中等教育局が採否を決定する。
事業の趣旨を以下に挙げる。
「文化芸術の振興に関する基本的な方針─文化芸
術資源で未来をつくる─（第4次基本方針（平成27
年5月22日閣議決定））」	においては，「全ての子供
や若者が，学校や地域において本物の文化芸術に触
れ，豊かな感性や創造性，コミュニケーション能力
を育む機会を充実することにより，次代の文化芸術
の担い手や鑑賞者を育むとともに，心豊かな
子供や若者の育成を図る」ことを重点戦略に位置
付けている。このことを踏まえ，児童生徒に対し，
芸術家による表現手法を用いた計画的・継続的な
ワークショップ等の指導を実施することにより，芸
術を愛する心を育て，豊かな情操を養うとともに，
児童生徒のコミュニケーション能力の育成のために
本事業を行う。注1

また事業内容は「本事業を実施する小・中・高等
学校等（以下，「実施校」という。）に対し，教育的
手法に精通した芸術家を派遣し，実施校の担当教員
と芸術家が連携を図り，児童生徒を対象に，芸術家
による表現手法を用いた計画的・継続的なワーク
ショップ等を取り入れた教育活動を支援する。注2

上記の事業内容及び目的が、横山第一小学校での
教育活動目的と合致しているため、応募し採択され
た。そして平成29年9月から11月にかけて全9回の
日程で筆者が同校を訪問し指導を行うこととなっ
た。

実施校が所在する八王子市は平成29年に市制100
周年を迎え、また学校は創立120周年の節目とのこ
とで平成29年度には校内の重要な取組として、児童
に郷土や自校についての調べ学習など具体的な体験
活動を通して、郷土愛や母校愛の醸成を図っていた。
同校では、周年行事への取組を進める中で、『校歌』
の作曲者である平井康三郎の直筆の楽譜等や、創立
70周年の際に作成された校歌のソノシートが発見
された。ソノシートは校長室の金庫に保管されてい
たが、再生装置がないため、音源としての機能をは
たしていなかったが、地域へ支援を呼び掛けたとこ
ろ、ソノシート再生装置　日立製MQ－20が学校
に届けられることとなった。横山第一小学校に対す
る、地域の思いと学校と地域社会の良好な絆を象徴
する事例である。また周年行事に関して、子供たち

の心に残る音楽活動を実施してほしいとの強い熱望
が卒業生・地域より寄せられ、音楽活動が中心とな
る式典発表を企画することとなった。

3．指導計画
『未来につながる　わたしたちの愛唱歌を創ろう』
音楽を中心とする活動であるが、この取り組みを
多教科連携型カリキュラムと位置づけ、音楽、国語、
社会、体育、図工の各教科と有機的なかかわりを持
たせた。また子供たちの自発的な活動を支援し、本
事業の目的であるコミュニケーション能力の向上を
目指し、グループ活動やアクティブラーニングも積
極的に取り入れた。

第1回　	講義　校歌の歴史を知ろう・歌いやすい歌
詞を作るために

第2回　	ワークショップ　愛唱歌の歌詞をグループ
で考えよう

第3回　	ワークショップ　愛唱歌の題名を考えよう
第4回　	歌唱指導・ワークショップ　愛唱歌に合う

振付を考えよう
第5回　	ワークショップ　愛唱歌の振付のグループ

写真1　ソノシート再生の様子
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発表
第6回　	歌唱指導　校歌の2部合唱および愛唱歌の

歌唱指導
第7回　	5年生との合同活動　表現力を高めるため

の歌唱活動
第8回　	5年生との合同活動　120周年記念行事の発

表に向けたリハーサル
第9回　	120周年記念式典　活動発表　校歌・愛唱

歌発表
すべての回に学級担任、音楽専科教諭、校長、副校
長が立ち合い、日々の授業との連携を図った。

4．実施内容
（1）第1回　校歌の歴史を知る～作詞者・作曲者に
ついて
第1回は校歌の歴史を知るという目的で筆者によ
る講義を行った。東京都八王子市立横山第一小学校
（通称　横一よこいち）の校歌は、作詞　勝承夫、
作曲　平井康三郎により昭和39年2月に制定された。
筆者の祖父が作曲者の平井康三郎であることから、
作曲家の人生について祖父の例を子供たちに講話し
た。平井康三郎は戦後の日本音楽教育を牽引した人
物で、NHK「みんなのうた」の作曲や音楽の教科
書編纂を行っていた。作詞者の勝承夫氏との出会い
も文部省の教科書編纂委員からであった。
筆者は子供たちに作曲者の業績なども詳細に解説
したが、恐れ多い存在と認識したようである。そこ
で、祖母との出会いや恋の話をしたところ、子供た
ちが興味津々となり、身を乗り出して聞き入ってい
た。恋の話は、平井康三郎を子供たちにとって親し
みやすい存在に変えた。
作詞者の勝承夫氏と平井康三郎の関係として、二
人が学校近くの料亭を好んでいたエピソードなども
交えながら、楽曲などの紹介も行った。勝承夫氏は
《こぎつね》、《気のいいアヒル》など子供の歌の作
詞で知られており、これらの作品を歌唱することで、
子供たちにとって身近に感じられる偉人となった。
また平井康三郎については《とんぼのめがね》《ス
キー》《平城山》などを紹介した。勝承夫と平井康
三郎の作品からは、《そうだん》を紹介した。
愛唱歌の歌詞を作ることを前提に、校歌の歌唱指
導を行い、歌詞を朗読し、児童に復唱させる方式に
より、校歌の歌詞の特徴を考えさせた。また《そう
だん》の歌詞も同様に朗読させ、特徴を考えさせた。

その結果児童らから7つと5つの文字の組み合わせ
から歌詞ができているとの答えを導き出すことがで
きた。
愛唱歌の歌詞づくりにむけて、学校の良いところ、
学校から見える風景の素敵なところ、未来（後輩）
に伝えたいことをテーマにキーワードを考えること
を次回までの課題とした。キーワードは子供たちが
校歌や《そうだん》の歌詞から導き出した7音およ
び5音とし、すべて平仮名で、各自5つずつキーワー
ドをワークシートに記入することを目標とした。こ
こでのルールとして「良いところ・素敵なところ」
を考える点を強調した。一例として子供たちから挙
げられた「古い校舎」は「伝統のある校舎」などに
言い換えるなどのヒントを与えた。そしてこの課題
は各クラス担任に引き継ぎ、国語および社会の授業
との連携を図った。

（2）第2回　ワークショップ　愛唱歌の歌詞をグルー
プで考えよう
第1回の実施後、各クラスにおいて担任の指導に
より愛唱歌のキーワードを考えた。そして第2回実
施までに筆者に90人分のワークシートを郵送して
もらい、キーワードを分類し一覧表を作成した。
第1回の校歌に関する筆者の講話と、学校の良い
ところ探しにより、愛校心が高まったようであった。
6年生から集約したキーワードは、学校（そのもの
に関するもの）、毎日（学校での毎日生活）、横一の
子（学校での子供たちの様子）、季節、行事、風景
の6種類に分類できた。ここでのキーワードの特徴
として、7音もしくは5音の言葉との制限を設けた
ため、学校そのものに関するキーワードは固有名詞
が多数を占めた。また風景などに関しては、校歌の

写真2　第1回　講義の様子（写真中央　筆者）
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歌詞に由来するものが多く見られた。しかし学校生
活に関わるもの、また「横一の子」子供たちの様子
に関するキーワードには、助詞・助動詞・接続詞を
用い、7音および5音を作り出していることが明ら
かになった。
第2回目は、体育館で実施し、各自で考えたキー
ワードをもとに、それを組み合わせて歌詞を考える
ことを目標とした。体育館での活動には、グループ
ごとのアクティブラーニングを円滑に行いつつ、90
名すべての子供たちを平等に指導するねらいがあっ
た。
まず筆者が作成した「キーワード一覧」を配布し、
それを見ながら、ほかの児童がどのように考えてい
るかを確認することとした。一覧の配布により、学
校の良さを再認識したり、新たなキーワードを思い
ついたり、気づきや発想の違いを認識することで語
彙力を向上させる効果が見られた。
そしてグループ活動として、前述の一覧表を参考
にキーワードをつなげて、7音と5音の組み合わせ
を考えることを課題とした。時間内での発表を前提
に、模造紙に7音と5音をあてはめられるよう枠を
設け、油性マジックを配付し、グループ活動の成果

を残せるようにした。
アクティブラーニングの時間を10分間と決定し、
グループでの活動を開始させた。筆者および教員は
それぞれのグループを回り、進捗状況を確認したり、
ヒントを与えたりする役割を担った。
グループ活動の終了後、出来上がった言葉を発表
しあった。ここでは良いところを認めるということ
をテーマに、それぞれの発表に対し子供たちが評価
を行った。

表1　120周年を記念して愛唱歌を作ろう（6年生のキーワード）

写真３　歌詞のワンフレーズを考えるグループ活動
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（3）第3回　ワークショップ　愛唱歌の題名を考え
よう
第2回の終了後、子供たちが考えた歌詞を筆者が
持ち帰り、歌にふさわしいように組み合わせた。
作曲にあたっては、子供たちからの要望である「一
年生も歌いやすいように、楽しく踊れる曲」を目標
にした。一年生でも覚えられるように、楽曲の形式
は2部形式とし、A-A’-B-B’にした。1番の歌詞には
学校の歴史を学べる歌詞ということで、青木校長か
らの案を採用し、楽曲にふさわしいように組み替え
た。2番の歌詞に子供たちが考えた歌詞を組み込ん
だ。

第3回のワークショップでは、筆者が作曲したメ
ロディーを発表し、子供たちが歌いやすい音域かど
うか、実際に歌唱指導を行いながら検証した。その
結果、問題がないことを確認し、歌詞を配付し歌唱
練習指導を行った。そして、第3回のテーマである
愛唱歌の題名を考えるためにグループでの話し合い
をさせた。楽曲にふさわしい題名をグループで話し
合いし、それぞれ発表するというものである。ここ
でのアクティブラーニングは10分間行い、活発な
話し合いがもたれた。筆者および教員は各グループ
を巡回し、ヒントを与えたり進捗状況を確認するな
ど支援を行った。
この時筆者が工夫を凝らした点は、楽曲の題名話
し合いの目的でのアクティブラーニングであるた
め、愛唱歌のメロディーをBGMとして流し続けた
ことにある。これにより、子供たちが楽曲に親しみ、
歌詞を見ながら歌い、題名を考えることが円滑に行
われることになった。10分経過ののち、ホワイトボー
ドに各グループが考えた題名を記入させた。自信を
持って記入する姿から、子供たちはそれぞれグルー
プで有意義な話し合いを持てたことがうかがえた。
たくさんの題名が記入されたため、決定方法につ
いて子供たちに尋ねたところ、先生たちの意見も聞
きたいとのことで、教員間での話し合いで最終決定
することで合意を得た。

（4）第4回　歌唱指導・ワークショップ　愛唱歌に
合う振付を考えよう
第4回は愛唱歌の歌唱指導と、歌に合う振付を考
えることの2点を行った。まず愛唱歌は第3回の活
動をふまえて題名を発表した。子供たちからの提案
で最も多く、また教員間において一致して推薦され
た「ゆめのはな」となった。これは120周年記念の
キャッチフレーズである「夢の花　みんなで咲かせ
る　横一小」に由来するものである。
題名が決定し、歌唱指導を行った後、子供たちの
要望である「歌って踊れる愛唱歌」を創り上げるた
め、振付を考える活動を行った。ここでもグループ
活動を基本とし、体育館を広く使い体を動かしなが
らの活動を行うこととした。ここでの活動に対する
工夫は、歌いながら活動が行えるように、筆者が事
前に録音した愛唱歌のCDをリピート再生したこと
である。これにより、自然に楽曲を覚え、リズムに
のって活動ができると考えた。しかし、子供たちは
床に座り、楽譜を見ながら話し合う姿が多くみられ
たため、筆者および教員が振付の見本を見せること
にした。それをきっかけに、子供たちが自発的にダ
ンスのステップや手の振りを考え体を動かすように
なった。アクティブラーニングに進展が見られない
ときには、教師からの手本やアドバイスが以後の活
動に高い効果を発揮することを証明する事案であ
る。
グループ活動の成果発表は、ワンフレーズでも良
いので出来たところまで見せ合うということにし
た。各グループが愛唱歌に合わせて、自分たちが考
えた振付を発表し、他のグループがそれを肯定的に

写真4　グループで話し合った題名をホワイトボー
ドに記入
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評価した。子供たちの振付に見られた特徴は、歌詞
にとらわれ手の振りが言葉を表すジェスチャーのよ
うなものになってしまうことにあった。
しかし、話し合いの中で、「1年生から6年生まで
が楽しく踊れる」という目標を思い出したようで、
ジェスチャーによる振付は、1番と2番の歌詞が異
なるため振りも変えなければならないことに気付い
た。そして、振付については、次回までに有志が続
きを考えることとし、踊りを覚える活動は体育との
連携を図ることにした。

（5）第5回　ワークショップ　愛唱歌の振付の発表
および歌唱練習
第5回は愛唱歌《ゆめのはな》の歌唱練習および
振付練習を行った。歌唱指導は筆者が行い、振付は
子供たちの主体的活動とした。振付は第4回実施後、
6年生から有志が集まり、振付を考える委員会を発
足させた。そして休み時間や放課後等を利用し、自
主的な活動のなかで振付を創り上げた。ここでは第
5回では有志メンバーがリーダーシップを発揮した。
メンバーが体育館の舞台に上がり、筆者のピアノ伴
奏に合わせながら、ワンフレーズずつ見本を見せ、
反復しながら学年全体で振付を覚えた。
踊っている様子をビデオで撮影し、それをプロ
ジェクターで再生することで、ダンスのメリハリな
どを客観的に評価しながら技能の向上を目指すため
の意見を出し合うことができた。

（6）第6回　歌唱指導　校歌の2部合唱および愛唱
歌の歌唱指導
第6回は記念式典で歌唱する校歌について、2部
合唱の完成度を高め、表現力に磨きをかけるための
歌唱指導および、愛唱歌の歌唱指導を行った。
校歌は作曲者の目指した歌唱法を再現するため
に、創立70周年当時の校歌の録音と比較しながら
指導をおこなった。創立70周年記念に録音された
ソノシートから再生される校歌は、歌詞が明瞭で音
程もリズム感も非常によく、子供らしい生き生きと
した2部合唱となっている。この録音に関する歌唱
指導には、作曲者自身が関わっていたため、これを
手本とすることにした。
校歌の歌唱指導では、自分たちの歌唱を客観的に
評価しながら、技能を向上させる方法を用いた。筆
者が録音機とスピーカーを持参し、子供たちの歌を
録音し、それを再生し、子供たち自身で評価させる
ことが、短期間での歌唱力の向上に効果があると考
えたからである。実際、子供たちに歌ってもらい、
録音を聞かせずに歌った印象で評価させたところ、
肯定的なものが非常に多かった。しかし、録音をとっ
て再生を聴かせると、神妙な面持ちで聴き入ってお
り、その後評価させると、「思ったよりもずいぶん
と下手だった」など自分たちの歌唱力を過大評価し
ていたことに気づいたようであった。そこで、筆者
が「どのようにしたら良くなるかを考える」という
課題を与え、発表させた。
自分たちの歌唱を録音を通して客観的な評価を行
うことで、課題とその解決方法を考える力を育てる
ことができる。また発表時には言葉を選びながら、
良くなるように発言する姿が見られた。

写真6　振付を教え合う様子（ピアノ：筆者）

写真5　振付を考えている様子
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愛唱歌《ゆめのはな》は、各学級での練習もあり、
短期間で歌詞を覚えることができた。また教員も一
緒に演奏を創り上げるということになり、バンドを
結成し、ギター、パーカッションなどで参加しても
らうことになった。教員が演奏に加わることで、子
供たちのやる気が一段と増し、熱心に歌唱活動に取
り組む姿が見られた。

（7）第7回　5年生との合同活動　表現力を高める
ための歌唱活動
第7回は創立記念式典に参加する5年生と合同で
活動を行った。ここでは校歌と愛唱歌の歌唱指導を
中心に、声量の上げ方、美しい声の出し方、元気な
歌声の出し方、二部合唱におけるバランスなどを指
導した。ここでは、5年生、6年生、それぞれで歌い、
お互いに批評しあう形で技能や表現力向上のための
意見を出し合うよう促した。6年生は下学年との活
動であるため、上学年としての自覚を持ち、リーダー
シップを発揮していた。歌唱指導に加え、6年生が
創り上げた振付をマスターし、5～ 6年生合同で熱
心に活動を行った。ここでも録画と録音による振り
返りが短時間での技能向上に効果を発揮した。

（8）第8回　5年生との合同活動　120周年記念行事
での発表に向けたリハーサルおよびCD制作のため
の録音
第8回は前回同様5，6年生合同で活動を行った。
記念式典での一連の流れを通し練習を行った。校歌
の二部合唱は、創立70周年当時の在校生の歌声に
負けないよう、対抗心を燃やして歌唱に励む姿が見
られた。愛唱歌《ゆめのはな》は、指揮者を紹介し、
活動に取り組んだ。指揮は校長の青木氏がすること
となり、驚いた子供たちは「校長先生を泣かせるく
らい上手くなって、式典を成功させよう」と口々に
言いながら練習を行った。そして創立70周年と同
様に、録音物を残すことにし、創立120周年記念
CD制作のための録音を行うことにした。子供たち
は録音しては聴き、意見を出し合うことを繰り返し、
納得するまで何回も制限時間まで、より良い歌声を
目指そうとしていた。
第8回は2時間続きで行い、2時間目は6年生のみ
の活動となった。式典での成功を目指して意欲的取
り組む姿は、地元テレビ局および地元広報誌（タウ
ンニュース）に取材され、子供たちはますます張り
切って活動を行った。
ここで子供たちから、式典に向けて、振付が目立
つような小物を作りたいとの意見が出たため、図工
と連携し、式典での発表を効果的に演出する小道具
の制作を課題とした。

写真8　合同練習の様子

写真7　歌唱指導の様子（舞台上：筆者）
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（9）第9回　120周年記念式典　活動発表　校歌・
愛唱歌発表
第9回は創立120周年記念式典での成果発表となっ
た。式典に先駆け、全校児童および来賓を対象にし
た筆者の記念コンサートを実施した。ここでは、学
校にゆかりのある楽曲を中心にプログラムを組み、
校歌作曲者である平井康三郎の作品、また作詞者　
勝承夫の作品などを取り上げた。
そして校歌を全員で二部合唱したのちに、愛唱歌

《ゆめのはな》を歌った。《ゆめのはな》については、
1年～ 4年生は式典に参加できないため、コンサー
トで一緒に歌い踊ることとした。全校で一体となっ
て歌い踊る姿に来賓の方々から大きな拍手が沸き起
こり、感激のあまり涙を流す来賓も見られた。
続く記念式典では、後半に5，6年生による発表
が行われ、校歌と愛唱歌《ゆめのはな》の披露を行っ
た。8回にわたるワークショップおよび指導が実り、
素晴らしいパフォーマンスを見せてくれた。

5．対外的な成果
（1）報道
本活動は文化庁事業として行い、その過程と成果
は、新聞、テレビ等で報道された。
報道：朝日新聞　平成29年11月3日

読売新聞　よみっこ　平成29年11月12日、
11月17日

マイタウン
タウンニュース
J:COMニュース
FM八王子

（2）CDの制作　創立120周年記念CD　愛唱歌《ゆ
めのはな》
創立120周年記念として、校歌と愛唱歌《ゆめの
はな》を収録したCDを制作し、記念品として学校
長から全校児童および来賓に寄贈された。

写真10　筆者による創立120周年記念コンサート 写真12　記念CD　愛唱歌《ゆめのはな》

写真9　リハーサルの様子（テレビ取材あり） 写真11　記念式典での愛唱歌発表
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（3）愛唱歌記念パネル
式典参列者の来賓からは、歌詞と歌に感銘を受け

たとの声が寄せられ、PTAおよび地域（館町町会）
からの寄付により愛唱歌の記念パネルが体育館に寄
贈された。このパネルは校歌の下に掲示され、平成
29年度卒業式にてお披露目された。

6．むすび
小学校の創立120周年記念式典に向けての取り組
みについて、その詳細と成果について述べてきた。
校歌の歴史に関する講義からは、学校への愛着と伝
統の再考察が見られた。また地域の学び舎としての
学校の存在が、校歌の歌唱指導を通して明確になっ
た。また愛唱歌の歌詞づくりを通しては、学校の歴
史をひもとき、地域の方々への感謝を込めることが
出来た。そして筆者が手掛けた作曲は、現代の子供
たちの要望に合致した楽曲とすることができた。愛
唱歌《ゆめのはな》の定着には、本研究での9回の
教育活動のほか、日々の授業との連携、また全学年
を通しては給食時に3回ずつ筆者が制作した模範
CDをかけることが効果を生み出した。6年生は下
級生にダンスを指導しに行くなど、積極的にコミュ
ニケーションをとり、全学年をまとめようとする力
を発揮するようになった。また6年生の活動を見た
下級生は、模倣して熱心に取り組み、地域からは「下
校時にいつも楽しい歌を口ずさんでいますね」との
言葉が寄せられるまでになった。
また歌詞の1番に組み込んだ学校の歴史は、歌唱
活動を通して、歴史への興味を引き出すことができ
た。周年行事に向けて、地域の方が小学校で講演を
行った際、「校章と校歌はいつできたと思います
か？」との問いかけに、子供たちが一斉に「昭和
39年です！」と即答し、驚かせたエピソードに表

れている。
6年生からは「みんなで考えた言葉が詰まってい
る。校歌みたいに長く歌っていける歌になれば、う
れしい」「めったにないことだと思う。思い出にも
なったし、すごく貴重な体験でした」との声が寄せ
られ、愛唱歌を歌い継ぐために自分たちがすべきこ
とについて考えを深めたようである。そして3月の
6年生を送る会において、5年生に愛唱歌《ゆめの
はな》の楽譜を引き継ぐ儀式を発案した。
周年行事の成功には地域社会との深い信頼と連携
が不可欠である。子供たちのコミュニケーション能
力の向上により、伝える力が身に付き、積極的に創
造し、表現することができるようになる。またアク
ティブラーニングにおけるグループ活動では、良い
ところを認め合いながら、さらなる向上を目指して
意見を出し合うことで、他者への思いやりを持ちな
がら自分自身の意見もしっかり述べることのできる
コミュニケーション能力が身につくことが明らかに
なった。対話の能力はグループ活動で向上し、意見
を述べる中においても、良さを認めてもらえたこと
で自信につながり、以後積極的に活動できるよう変
化が見られた。
アクティブラーニングとしてのグループ活動は、
10分単位で時間を区切ることが重要であった。話
し合いの中で時間の経過を認識し、一定の時間内で
結果をまとめる力は、子供たちの思考力や表現力の
向上と密接な関連を持っている。グループ活動にお
いては、ティームティーチングが非常に重要であっ
た。子供たちの主体性を重んじながら、的確なアド
バイスや見本の提示など、教師の働きかけはアク
ティブラーニングを有意義な活動にするために非常
に重要であることが明らかになった。
本研究において子供達の演奏やダンスの表現力や
技能の向上には、客観的に評価することが重要で
あった。録音機やビデオカメラによる録画を用い、
時間をおかず、すぐに振り返り、そこから次の課題
を見つけ出すことが、子供たちが主体的で積極的に
活動するうえで、合理的かつ効果的であることが明
らかになった。ICTが発達した今の時代だからこそ、
積極的に活動に取り入れるべきであると考える。
今回の研究を通して、学校行事における音楽的活
動の役割は、多教科との連携を図り、子供たちの主
体的で対話的な学びからコミュニケーション能力を
育成することに大きな成果を生み出すことが明らか

写真13　愛唱歌記念パネル（右側　筆者）
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になった。周年行事に向けての取り組みは、どこの
学校においても10年ないし5年ごとに巡ってくるも
のである。そのような機会に、音楽の力で複数の教
科、児童、教員、学校をまとめ、地域社会とも良好
な関係を築きながら周年行事への取り組みを行うこ
とで、学校における音楽授業の存在意義を明確にで
きると考える。
今後も様々な学校において、同様な取り組みの支
援を行い、よりよい行事運営と音楽活動の関わりの
重要性についてさらに研究を深めたいと考えてい
る。
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お寺のお堂でお勉強
龍見　浄泉　雲光寺
明るさいっぱい励んでた
校舎　校庭　教室と
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創立明治三十年　尋常高等小学校

昭和三十九年に
校旗　校歌ができました
山が開かれ横一は　多くの子どもが学んでた
上館　殿入　椚田小
離ればなれになりました

木造校舎は建て替えて
大きなプールもできました

2		武蔵の国の八王子
天狗の暮らす　高尾山
めじろさえずる　湯殿川
日本の絆　圏央道
平成時代の横一は　校舎の歴史　宝物
プールピカピカ気持ちいい
今日もニコニコ歌歌う

オンオフしっかり授業中
チャイムが鳴ったら外遊び
友情　愛情　みんなの輪
児童見守る　テングット

強く		優しく		たくましく
明日に向かってさあいこう
みんなで咲かせる	夢の花　横山第一小学校

強く		優しく		たくましく
明日に向かってさあいこう
みんなで咲かせる	夢の花　横山第一小学校
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